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小田島：このお店の経営に携わって６年が経ちますが、
６年前と現在とを比べると、一人当たりの売上
がほぼ４倍になっています。

知事 ：６年で４倍ですか。
小田島：スタッフの人数は変わりませんが、一人当たり

の売上を上げ、給料も大幅にアップすることが
できました。

知事 ：そうなると、また優秀な人材が採用できますね。
ところでシステム導入当初は、新しいことを面
倒に感じる人はいなかったですか。

小田島：変化を嫌だと言われて辞めていった方もいらっしゃいましたが、面白いと言って新しく入社していただ
いた方もいました。

知事 ：現在の従業員のみなさんの声はどうですか。
小田島：人間は変化に恩恵がないと不満を覚えますが、当社の場合は変化することで自分たちの生活がよくなる

というイメージを持っていただけたと思います。
知事 ：今日、システムを拝見して、意外と難しくないんだなと思いました。県内の中小企業や小規模企業は生

産性向上などの課題を持っていますが、参考になることはありますか。
小田島：AIを導入すれば、すべてうまくいくという考えがあるようですが、それだけで変わることはありませ

ん。僕たちが実際に活用してみて感じたことは、自社の課題を明確にして、それを解決するための手段
としてAIやIT、IoTを活用するというアプローチであれば、うまくいくのではないかと思います。

知事 ：小田島さん自身が、自社の課題を発見する時に活用した方法や手段はありますか。
小田島：「お客様の待ち時間を短くできないか」「どういうことがクレームになるのか」「いい食材を提供するた

めには、生産者の方々とよりいい関係をつくるには、どうすればいいか」など、スタッフの意見や、お
客様の声から課題を発見していきました。

知事 ：小田島さんがめざすサービス業とは、どのようなものですか。それに向かって、どのように取り組んで
いきたいかを教えてください。

店内で実際の接客を体験しながら待ち時間や料理提供時
間の短縮の取り組みを紹介していただきました。

来客予測は材料発注にも活用し、導入前に比べて食材ロ
スを約80％削減しています。

涼しげなサイダータワーの演出に足を止める人がたくさ
んいました。
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小田島：僕らの業種は土日祝日に働くなど、楽しみが見い
出しにくい業種だと思いますが、それを楽しい
業種に変えていくことがミッションと考えていま
す。そのために、今後も生産性向上などの課題に
取り組んでいこうと考えています。

知事 ：ぜひ、三重県の中小企業の生産性向上の先駆者と
して、これからもチャレンジしてほしいと思いま
す。我々も期待していますので、よろしくお願い
します。ありがとうございました。

小田島：ありがとうございました。
「大変だというサービス業のイメージを楽しい業種に変
えることがミッションです」と話してくれました。
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